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281.サッカ…選手のユース織における身体総成の変

イヒ
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〔若葉婆j思春期後期にあるサッカ一選手の身体組成の変

化を、空気援換法 (BODPOD、LMI)による身体常佼

法と、核鋭気共q毎(MR)1弼i象 (SignaProfile、GE横河
メデイカルシステム〉による大総部の筋横断邸機・皮

下総紛断簡i穣のj制定から、約27ヵ月間にわたって縦断

的に検討した。[方法]被検者i之、 11)ーグユ…スチー

ム(務校生)に1998年9月から2001年7}Jに所成した16
名で、初的i~05支持の年齢は 15.2 土 0.7裁であったり追
初;日数は26.9土4.9ヵ丹、測定Im数は8.5土1.5阪であっ

たむ空気援換法による全身体路rtJj~容の算出には Brozek
の式をmい、大総部会i新議積・筋横控ffI縦覧，皮下務妨

断邸機i立、 0.2TのMR装盤より T1強縄i拘H象を 1ゼクセ
ルー(1.56mm) 2、縦横256X256ピクセルの大きさで取得

し、それぞれに相当するとクセル数を数えることで求

めた。(結果と考察]初回と最終i討のiJlU1E館を表!に示

したむ身長は有意に増加したがその増加援は小さかっ
たa 体総!抗議・大総務:皮下務妨断泌務は有意に減少し、

除絡s1j体重2・大腿恕3筋横断滋ほれま有慾に精力nしたが、

変化本はf走者の方が大きかったりしたがって、全身の

体路勝率の大きな減少は主に紡護:の増加によるものと

考えられた岱徐脂肪体;家・大l退部務機断能績は if~善治と
ともにi勢力1Iし、そのi年当りの年間変化撃は、それぞ

れ2.6kg・8.8cm2であったむ測定期間中の線潔・ト

レーニング時間は、 18あたり 120-140分で;滋6口、
筋力トレーニングは滋21潟、 1 Bのエネルギー終段差を

は3500kcal以上であった。本研究で見られた身体総成
の変化は、 ij記録と練習・トレーニング前者の効果と推

察された岱
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身体組成縦断的変化思春期後綴
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